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明道町JCT明道町JCT 五斗蒔ＰＡ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．お手洗い完成予想図 
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３．整備効果 

【適切な施設間距離の確保】 

    五斗蒔ＰＡの完成により、東海環状道や中央道からの適切な施設間距離が確保され、お客様の

疲労軽減が図られます。 
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４．環境対策 

①ソーラー・風力による発電製品の採用 
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②植物による日除け対策              

建物（お手洗い及び清掃員詰所）の横にフェンスでツタ類を這わせることで西日対策を実施。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③光触媒（酸化チタン塗装）で壁面の汚れ防止対策 

建物外壁に酸化チタン塗装を使用し、雨水を利用した壁面の汚れ防止策を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


